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１．目的 

アルツハイマー病の脳神経細胞の変性に伴う神経細胞に特異的なタンパク質の代謝異状をバイ

オマーカーとして、その変化を特異的に検出する抗体を作成して、髄液または血液検査によって、

その変化をより迅速に感知して、アルツハイマー病の早期診断および病態の進行を予測できる試

薬キットを開発することを最終目的とし、本課題ではスクリーニング用の抗体の網羅的開発とタ

ンパク質の機能評価を行う。 

 

２．成果の概要 

アルツハイマー病の脳神経細胞の変性に関連して発現量が上昇する核タンパク質の異常に着

目し、アルツハイマー病のバイオマーカーとして鋭敏に検出できれば新しい診断法が確立できる。

本研究成果として、その標的タンパク質に対する特異抗体を作成することに成功した。この特異

抗体を用いて神経培養細胞から抽出した溶液から、特異的に標的タンパク質を濃縮できることを

ウエスタンブロッティングと質量分析によって確認することができた。特異性と感度の高い抗体

を得たことから、極めて微量な標的タンパク質でも、たとえば神経細胞から髄液に逸脱したごく

微量でも濃縮してから検出する方法で飛躍的に検出感度を上げることが可能となった。 

 

３．総合所見 

ポストドクターの活用により概ね想定通りの成果が得られた。 

産学研究者の指導のもと、機能評価スクリーニング、検出法の開発等の研究の進展を通じ、新た

なキャリアパス経験が得られた。本研究の最終目標達成にむけ、分子生物学的手法の体制強化に

よる継続的研究が期待される。 

 

４．参考 

・ＪＳＴ企業化開発事業の事業名：育成研究（プラザ東海） 
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・課題名：アルツハイマー病の早期診断試薬キットの開発 


